
 

 

 

 

 

 

 

 

藤原氏の血を引く奥州の名門、白河結城氏 

顕家の統治能力と宗広の政治力で奥羽54郡を統治 

 

結城氏本流は北朝方、庶流が南朝方 

 ８月例会は、白河結城氏と正行をテーマに学んだ。 

 畿内で正行が吉野の宮を精一杯支えていたころ、九州

の菊池一族は武時の子、武重が病死し、その後、宮方が

九州を統一するときの頭領、武光への移行期にあたり、

菊池一族の惣領権不安定時代に遭遇していたことは７月

例会で学んだ。 

 では、同じ頃、奥州南朝の雄、結城氏の状況はどうで

あったのか。 

 南朝の雄、結城氏ではあるが、正確には「白河結城氏」

である。結城氏は、初代朝光が開くが、元服の折り、そ

の烏帽子親は源頼朝が務めている。このことからも分か

るように、結城氏本流（下総結城氏と云う）は、正成の

挙兵した赤阪攻めに参加し、尊氏に従い討幕派に加わっ

たことを皮切りに、建武元年1334竹之下の戦いでも尊氏

に従い戦功を挙げ、延元元1336年12月には北畠顕家を

退け、南朝軍を迎え撃っている。 

 また、正行の死後、正平7年1352の尊氏と新田義興・

義宗の武蔵金井原の戦いには結城直光が真っ先に参陣し、

尊氏を喜ばせ、翌年、尊氏の上洛の際にはその先陣に抜

擢され、武蔵の国の千台荘等を与えられている。 

 このように、本流の白河結城氏は一貫して、一族を通

じて、尊氏、北朝方に加担をしている。 

南朝一筋に生きた宗広、親光 

 この白河結城氏三代目広綱の弟、祐広が、白河荘で白

河結城氏を創設し、二代目宗広、三代目親光（次男）は、

南朝を献身的に支えるのである。 

 宗広は、後醍醐帝から結城氏一族の惣領職を与えられ、

北畠顕家とともに多賀城に入り、建武元年1334から延元

2年1337の数年間、奥羽54郡を統治するほどの実力を

発揮している。 

 また、次男の親光は、建武新政府では検非違使・左衛

門尉に任じられ、帝の警護に当たり、楠木正成・千種忠

顕・名和長年と共に南朝方「三木一草」と呼ばれる活躍

をする。 

 しかし、帝の側近であったが故、信貴山から下山しな

かった護良親王を名和長年とともに連行する役目を負わ

され、延元元年1336正月、尊氏暗殺を企て、偽って降伏

し尊氏に近づくも見破られ、刺殺される、と云う非業な

運命をたどる。 

 宗広は、北畠顕家に従い、奥州、伊勢、奈良、河内と

移動後、顕家が堺石津で戦死すると、鎮守府将軍となっ

た義良親王に同道し、伊勢大湊からの東航作戦に参加す

るが、船が難破し、伊勢に上陸。延元3年1338、伊勢の

地で没している。享年70歳。 

 この宗広は、延元元年、京都奪還で大功を立て、帝か

ら直接言葉を賜ったり、鎮守府将軍の義良親王に同道す

る際、帝からの恩賞を辞退するなど、藤原氏の血を引く

名門、結城氏としての存在感を示す。 

 そして、村上氏名門の北畠親房は、共通する由緒正し

き家門が故に、この白河結城氏に支援を求め続けるので

ある。これが、歴史に有名な、北畠親房が5年もの長き

にわたって、結城親朝に送り続けた関城書である。 

 結城親朝は、宗広の長男で、親光の兄である。 

親房の説得を拒み、北朝に就いた親朝 

 宗広が京の都と奥州を駆け巡る運命にあった時、嫡男、

親朝は常に奥州にあって、白河結城氏を束ね、父不在の

多賀を守る役割を担っていた。 

 だから、当初、親朝は北畠親房、顕家親子を補佐し、

支援をしている。 

 しかし、白河結城氏の将来を考え、親房の公家優越武

家蔑視の説得に、最後は結論を下し、興国4年1343、8

月、親房の説得を拒み、北朝に就くことになる。 

 そして、親朝は正行が四條畷に散る前年、正平2年1347、

死去する。九州の菊池氏同様、ここにも、正行の悲劇が

かゑらじと かねて思ヘハ 梓弓 
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あったといわざるを得ない。 

 九州の菊池がようやく九州征西宮の構築に向けて第一

歩をしるし、これからと云う時、また奥州の雄、白河結

城氏の惣領が亡くなり、奥州における南朝の光が消えて

しまった、まさに、このような時、北畠親房の主戦論を

真正面から受け止めざるを得なかった正行の戦いが始ま

ってしまうのである。 

南朝を支えた豪族に共通する財政力 

白河結城氏のおびただしい砂金からなる経済力＝軍事

力は、楠氏の辰砂をはじめとする運輸流通業、菊池氏の

和寇船による海運流通業に通じる。南朝を支えた各一族

に共通の財政力の裏付け、このことを見落としてはいけ

ないだろう。 

宗家・下総結城氏の広綱の弟、結城祐広は、分家して

白河結城氏を創設し、二代目、結城宗広は、護良親王の

令旨を受け、宮軍に転じ、終始一貫南朝を支える。 

北畠顕家の統治能力と、宗広の政治力で、奥羽 54 郡

を統治するが、藤原氏の血を引く結城氏と、村上名門の

北畠氏、両氏に家門と云う共通点が見いだせる。これは、

河内の一豪族、楠氏との大きな違い！ 

宗広は、最後、北畠顕家とともに制西するが、石津で

顕家が戦死すると、義良親王に同道し、伊勢から再び東

航作戦を展開するも、伊勢で遭難、そして病没と云う運

命をたどる。 

三代目は、嫡子、親朝が継ぐが、次男、親光は南朝の

雄として、各地で奮戦し、正成、千種、名和と共に「三

木一草」と呼ばれる。 

しかし、親光は、護良親王を召し取る役目も。そして、

延元元年正月、尊氏暗殺を企て、偽って降伏する。が、

見破られ、刺殺される 

三代目、親朝は、南朝方として積極的に動かず。この

親朝に対し、北畠親房は、神皇正統記を書き、同時に関

城書を送り続け、説得を続ける。 

当初、親房・顕家を補佐し、支援した親朝であったが、

興国4 年8 月、北軍に就くと、同年12 月には、親房、

大宝城を脱し、吉野に逃げ帰ることになる。 

菊池・結城氏とは違う楠氏の立ち位置 

宮方は、親王をトップに地域支配を確立する。九州（懐

良親王）、関東（成良親王）、奥州（義良親王）にそれ

ぞれ小幕府。 

しかし、畿内には小幕府は作られず、中央組織のみ。 

ここに、楠氏の立ち位置～地域ではなく中央への直接

の関わりと云う正行の肩にかかった重責の重さが見て取

れる。菊池氏や結城氏との地理的要因による担わされた

役割の大きな相違が、楠家を悲運に導くことに。 

正平2年から3年にかけて、正行が、南朝復権の戦い

を仕掛けた頃の白河結城氏は、親朝の死によって途絶え

ており、と云うよりも、家門繁栄のために北朝に転じて

おり、正行への支援は全くなかった。 

 九州同様、ここにも、正行の悲劇が！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会・アラカルト 

三津屋城、正行が築いたか？ 

 「大阪春秋」平成28年夏号の「長慶山勝楽寺のこと」

で、三好長慶の菩提寺が故に、長慶山と号した旨の記載

があり、この地にあった三津屋城が楠正行によって築か

れたとされる情報が山﨑さんから頂きました。 

 調べた結果、大阪市顕彰史跡第197号「三津屋城跡伝

承地」があり、楠正行が城を築き、後に子孫が出家して、

光専寺を開基したと伝わる、とのこと。そして、このこ

とは1922年刊の大阪府全志に載っているという事で、現

在、大阪中央図書館から複写を取り寄せ中。 

 

 産経新聞「河内幻視行」 

四條畷～「小楠公」の悲しい響き 

 真木さんからは、産経新聞の切り抜きが届けられまし

た。この中で、記者は、「どうも正行は、死を自己目的化

していた気配がある。」と記しています。吉川栄治の「私

本太平記」に〝初手から玉砕を期していたものとしか見

えず″の影響のようですが、史料の少ない正行の、それ

こそ悲しい響きとしか言いようがありません。 

 正行は、明らかに、南朝復権を目指していたもので、

最初から死地を目指していたものではありません。当時

の公家・武士の身分格差等を横に追いやり、史実を踏ま

えない短絡的な記者の認識に残念としか言いようがあり

ません。 

 「日本社会と天皇制」岩波ブックレットNO.108 

 綱野善彦氏は、この中で、「14 世紀の初め、社会の転

換が始まり、四分五列の天皇家の庶流と相まって、…後

醍醐と云う天皇が現れなかったら、ここで天皇制は潰れ

ている可能性が非常にあった・・・“と記している。 

 「後醍醐なくして天皇制なし」の見出しが示している

ように、社会の転換期に、稀有な天皇、後醍醐と出会っ

た楠一族、歴史に名を刻むのも当然であったともいえる。 

（文責「四條畷楠正行の会」代表 扇谷昭） 

●結城家古系図写 ―甲斐結城氏所伝 

 「南朝名将結城宗広」横山高治著より転載 

［下総結城氏］ 

 朝光―朝広―広綱―時広―貞弘―朝祐 

 

［白河結城氏］ 

       祐広―宗広―親朝 

              親光 


